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議一報l.こたい~軒 格 の内の一人,木下.I,L'5才bryl･-(

灼艶上に抗臥 させ.Fに史監上の益取 蛭と領管内m '

とを一望 tさせて点火すると,兎坂上に生じ!こ鮎 には

,汲境為牙とは瓜 分との及狩が明股に認められること

を見出し 二̀｡そして各社組からその即 迄の棚 ,LI重

完曝応書 くAIthtJI-Strt!cl叩)とし,それが札火方法.

媒Blの穂別乱 は現の波乱比℡.1g坂の水分等1:抗っ

て如何I:変化するかな実測し欄合し7こ.,

米新 に於いtは.未!村的方法に抗ってigちLlr=枯

瓜の榊乱 LJ軸鑑の輸=寸々 允ザ荷1､, 次P,1-控初の鼓

IJL比芯,℡性のTg壬,まき吸の繋tTh iB火伽 と隠現

前との用h t盃完嘩細 に如何に排 す,uJかをRL渦し

にので,その摘炎AL濁世する｡

皿 来 襲 佳 件

災払方也1上前出妨一報で迷ぺT二道Lりであるが,よこ&'

eQに使用しI.:舟民.tF℡噂の諮元は下記a)逼 りである.

瀬 転 畔壬 /'zTln 広さ 10mm 平方

四 竹 gf姻鼓現す℡で底上げのな一･℡件T_y使

用しT=｡又は1別王0.4g づつを先即

､FV..1_一軒̂(FflI.てitJlの圧力で瑚 し

てSE々 の芝.yut.芯 (J灯/CmI) の柵

lt作如しTこ,全顎丑 (igg)は 0,g

と分弧 (.I)との辞から演わらIt

る｡

問虎拶稗 田水と埴Jdtカリとの正丘比 78 22

JE 実軸 其の牛虎 と佳境Ll

萌し ･美玉卓方蛇ケ名張Lt=雷i=,I:の先払方法でil

らil̀二データーのfrlJE,ta馳 正技監J･E故訳して.J,

くことは欠､ぺからざることである｡毛に榊糞とは,.

同じ裁定方法で殿 してボご近しこそ9らIITこ皆々の′-

5-D,その稗 田からのバク･'十の現先を示し.tr

鮎 とは英検の足に現われる絹正の誰 の稚払 =閃

aLの貰あの世皮を未すE,災晩のLZl-_抑圧,糊 の何

れの紬 も小さ..L方が†渦 空が.a (,何れか一方で _

変畝D大 きい場合L=は,LB牧丘はそれIJけ低IJ､ことに

なる.投経に正F娘 とは油管にE失って号9ちハT=平亀有

のtEの鞘 院からのカp-ELリを云うのである｡

木村隻に艮T.､ては榊妊及びm相 を故刑LTこ｡正8▲

度は,そhl=開続のある茶のALLが牝字的乃至掛 り二

万払をも併用しIJ.Iもtと施3uJ等:I_事､と考えるし,斉突

放のE]的上比62位を相hは足 りるの1'換附しfLかつ `二 _

本減 も抗生のÅ'Tは井の位は柱題出来1_".･が.黙し比

成敗能生(I,しかもFl82品に近いEg式の隅 を用,･IT

謀殴出来,佑はられ一二桔森も以下に三笠.-る様1=JW 串

として使用出毒:lug1'(l二/i;先払方法の抱色,が在る.

租 tFFT

や16h2mm I O17mlT)∫ l叫

結 果

同一ス句につい てl咽 恥 を待つ-.待(lit,'こ鼓果J)

咋喝Bi,巾空 くG:堺泌 V .?′六十J及Un髄 95彩

での4F､ち位の缶窃取群を出 目=.氷る紙 首がL珊 'f

I悔 し発火柵 をして号9らhナこfa々のf-6-及てくそ

のもので,水分11 0∝････.085/".'であ のさ的 研 く1)並びに範BiZくJl)ノi讃 コに夫々,1､し■二｡

つ /こ. LR l 旅市LLJ題及び卒Xl班の11JZtBI界

… 諾 琵琶{--(慧 ㌻冨'禁 芸芸 や害 旦耳 (g･/-"F I"rT:Tl竃 宗

(..JF舶 雌霊 長よJ::二言 ご こ4 ___上し｣ヱ 2 I b9 06 59±03
(Ft) LR申･JrrLm ltqI..三組PEl雅 を Jナ以IJFr･1L'｡
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! 考 察

比の釆輸孫什の下では平考姐5.9mm I=対して防巾

常軌 土06mm であlDT=.横付執政95%での叫 仏の

Id市乳好は 5･9土037TluT)であっ1=｡抑圧t=関してそ

の他の光悦Efz件のものを検討して見ると (洪3-jiS

参照)鞘 色代】8mm 位に対して恥 侶鎧 Oallm 平

と拙 1thm 位に対して尉 馳 0.7mm であっ'こ.

一方nる舶 !=柵 を作!托 せ,'こ船 にLLI楽●こ只

伽 JT?･W は滋十鼓しており.その抑 fz用,･て旨

矢掛 が紳 LICmTLゲ ーターから浪めf二転椛汲IL.{平

均url=ついて,払軌比壬が弼制 の抑 L=対して同

一であっ1こところの#2の下二枚の船 の仁耳の材丘を
の助定 Ê行うと.分限にも平均WIこも放映串 1,%で鼓

があるとは麦,tTLいことが判明1る｡之LlかrJ禾共取

でiBら11/こ7-ダーの倍額度の｢はが シかがえる｡

以上投合するl二木僻 でiEiられるf-ダーの輔

だ及び珊 東は,以下に三重へる維 持果S･i)併せ考え

る略.斉神 に勾しては充分であると考える｡

Ⅳ 装填比重の影響

℡管の手旗莞集中に口柵 の望.SVt訳が大き,I.･妙

寺 Ẑ茨IEナことは従来から多 くの人々に依って稚題さ

れている7)｡ TR廿の･Ff･尽実包即ちは駅 1分は触 して

いるのに改琵和 が妓DJしている現屯は次の蛾に'4え

lJれる｡EPち可成は転はLT等かの方法で札大=Llると

先ず作妖艶 に入り次いで脚 に入る｡兜の捗汚

鮒 に於′､て煉粉が潤 集tこうjLも禾サルギーが放る

晩押以上であ川 王田野は発捜し,芭bfJけhEf半株と

IL石でbろう｡放して't;管には-経 のは思しかtjt至Q
c<卜てい11'いのIPあるから,r･.帝かの掠作に放ってそ

のP.惟 出が･多 くTL川 王それだけは齢 は淑少し草

津とtjり易くなるわけであB.牡JJm牧迅世の長さが

東経瞥で述べる重畑 民苦であって,≡笑静定魚と載

小淵 且との沸鎌にBtl.･てはBn=鞭 の3.廷であるが.

E月77は正比既的な罪揃にあるものと見牧して墓支えあ

るま い.然して滋小山鮮丑は津切のJX杓TE即ち抜放比

冊 二依って変化する桝 J 従って至:jal紺 も汁粉の

装･M に位って箕化するであろうことI't予.EJChこ｡

故に悪党貯拒促の'&l丈比富に依る糞化の状況七輪7'I

jヽほ即 官の禅は胡俄の解析にR't'立つl)のと考える｡

半Jlthrt

や 02mm l言 l6g

F上 .71

Tf∈ 8】7mm 824mm 0.3･･mm の三私撰の官体

を用いて,そlt;こ末々音信の芙鋭比ヱIIT相 帯rl謀

賢し一二師 を作辞して粥旅し'=. その枯果J･E箕 圧

l に桝 ~｡

fE, 演

牝の爽放掛 †のj5国内では,菅柊のTF壬に蚊つ.=号丁

度の鐘こそあ11.焚汲比EIの大きいものt呈至芸:は距錘
は大きく1Lつていて,田℡の半はが脈 の法軌比正の

大きい/)の世発生しあ くTE,-Jことをホ付LJしている｡

又三だL一事の牌壬の℡件t二流いて,何れの陪食I=i_賢玖

二p - ~▲恥 一比有が渋る現臥 上:大

eくなると.王冠相良腰は肋t=増大し折田死圧現敏の在るこ

とを示し{r･ると共L=K 7( ･4.ldreeVn が才7.Rの

死LfはそのRtとの帆 ニL防係があると辻へIいるが

.管轄の座さの釘 E.ち死庄にfJ:る放tRfヒ正lこ影野を.及ぼ

しているのが刊mJ･る｡即ち ( 017.D21.8.34mTrlLこ於

いて犬/IA･LF2'.28･29以上にnl･,
て死圧とllるようである.机 上洪洗比芯の和犬と共

に重完… が大tH TL卜,終E=は柁庄現取を用1ること,L

Ltぴ℡体のFgそ,即･,煙現の粍轍 の柵大に

放って死Lm 敏ケ鬼する盟妨比Tが大 きくt_るはr･'cL=ある

ことは次のtLl=講明21る｡即ち椛 X'K Ana柁e

､Jlは rT万Rの死ぬ iぱ繋粒子IITlの巧Rrの狭少に緑

せられT),ある手払 Tことえは内B;を芯めると云う様な

手段に放って既焼述妊JL･濁め川 i油 っことが上煉 る｣
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& 3･糾 LtJLと℡仲のJy3J)tl守 3.考 痕
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= 団 2から岡ちかlJ軌 こ℡件のFF.,'tのFF.Ai)r■玉完

捷馳 土中亡くT.･つて1.1T:.棚 でM こJJるfr半I: W ,嘆 生しに<くI_るここJ=,示し一･一る｡之川 と珊

02 trK･̂ rld托eVの技からTT恐 妹 の杓大/_払って思

015 校Vス丘が高上r)息馳 I.大 二■_乙と解釈するとfr

l･3 S-出宗もことである二公 一.
Oe>

I,5 11 葵 蓬の形 y
12
- 工荘官℡の内径即t>諒･_珪こふ b埠ではb2mm で

10 ぁろと云 )申lJる先入neTか られ 弘 一は bコnm-U?

ものが甲呼としては御 上も批 上も速当でもTJか ,

;-… か･そ4,別 ･柚 からな- ･工那 伽 瓶用欄 じ
- 号数のものにつ,･･て色々と変化させて半額串の故討ち･

】0 Llこ′-i-は見当ち･ないQ伝LILがL-,山本肝 )瓦

10 ぴその他の人叫 泣ぺている射 す甘a)寸ZE･e見ると .

壬 Ẑ犬に十ttli鮒 手間の空所は淡少し.棚 呆

71･大に-すN J恐古口経の蜘 uALrは芯2り悠取 戻

ELそぐtt:相当して品三るからであると巧入る｡

V 管拝のTEさの形y

訪-qtに史.･て腎降の望丘の桝 をSt討する･こめ:=.

'h-'雉に茶が見,piJug足の幻Elを入Ill=luのこか,入Tt

･-I-ものについて!く点し世伝･jL生D小=LI,a)包茎荒

i3湖 bt大きくr_-,-Jことを迂ぺ こ̀｡

転官JR廿拝外3を何等かの方法で打出 す る二,飼え
lt筋性外訊 二款鮎を巻き付･ナろとか.朝潮･i･tiり付.千

るとかすると1'-はJLが抹少ナ/-Jことは瓜 ;At放して ､

I-Jここ,-'である｡校ってIJ一材質̂zm.ワニ℡縛のFFこ

=_･文化かせ,-JI_符郷 が正化し空湖 桝 も封 とづ

rJ'Tも7}I).

] 榔 件

Ju I(●▲J.L叫●▼ 9-barlm

号丑が大きく.I_-る笹その内tEも増加して.I...比のZi由は分らIJr.が

,事十ろに内径を肋 さて･-J事.ま百官の睦態をり軌 こ比何して稚なさせる一手だ こ

してだらhT=ものであvJとはを十,-JB又供述のLi.17( K ATldrceヽ●は何等か

の手招に依って可決のrt低 圧を石めると}∈圧.こけ許てるC三つてい らし.M h tzL)■Iは荘々の帯面Gt

の野乗牧㌫牡を用.I-..JN*6L枇 ･I-メ蛭表法の長生加迄の耽 IJ放

才だフ謹空1.字赦 二まF.Hi招 J)稚大 二六:-_昆者.王王空中

･_'Lり投射 上村大すること･Ll示して.･る.伝って乾tt.I_放 てIj王冠iS荘王はLT/;･I.Ilaとヒ盲L'thu..

.-報 抜Ltl,･OlTzltrTt分脚 とかま)IjLは準正 :放つ一変えにJ,(,7,〟

許なはb4E=′T,す.･T:..
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d(T/_I)使用すら ,火韻の太

さに放って丑小肋 が入ってヰ:ることは叉木氏Tq)も恕抄 で ･るし,i8火

… とil扮面とのRiJt:-_依って市骨の虫は!圭が左右モれることは

幻脚 Il)も先払.=依って明らかE=し

ているE.Gl羽衣 <

繋 監 D 形 苛車-,f竺 垣 退 学 i p

tL(mm )

2.O 3

30 2.8】02.015

2.2】2喜∵巨2.70 3 139 13

121 5 3.5 0

A2_･iO S 43 0.32,59 5 4

0 092.72 5 bO TI2.92 5 7.0 0.7

Jb
丘Q CA- チ/.p

)男を旺和した亡失氏火の齢 の点火倖件の王天野箆息への王等 ほ

乳 こ軒一報でitベTこ｡比つてす火鎌の花束火仏が吹出さhる

沌瓦 Jgち棚 と鰯 との正方L=盗って重5aZ産声も古

書Lt安.チ,lJと考えられるのでhlT

;-& 対をし'こ,軸 拝ト D･17rnm 9

-6加 b- teg'-FA lTt鮎 さL

f滋5及び団Sに 流す｡f～t'法規比詔 は 2.5D.2･6

2.270の三tW とLTこ｡考 横木榔 付の拡田内

で仙'(火淡と抜取面との拒腔と至完鎖鎌 とのrL王ゆ閑風 土稚小I■

(r-･有する出損で77Jほれる｡その出′j､

瓜はどの法主R比壬のや金にもFIも火没との霞だ10-
m rn のところにある銭である｡但し放射 壬.二鋲つて
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725点火滋と棚 田とゆ類書 (S)の影卓

〟(mm)
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